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9 【施工における　課題・問題点　等】

10 【実　施　内　容】

11 【実　施　結　果】

（様式―１）信濃川下流工事施工研究発表会　

横場新田地区の河道掘削工事を施工した。
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　本工事は、掘削した土砂を遠方地の各箇所へ多数のダンプトラックにて運搬する事が工事特性であ
り、施工中の出水時対策とともに、車両毎に最大積載量が異なるため各車の過積載防止対策が課題とな
りました。

　施工中の出水時に迅速な対応と過積載による手戻り作業(再積込)の削減を行い、円滑な土砂運搬を行
うにあたり思案した結果、出水の際には退避場所まで自走で移動が可能であり且つICT建設機械による
掘削の補助作業を行う事で作業効率の向上により経費削減を図るとともに過積載防止対策が望めるペイ
ロードメータ装着油圧ショベル(BH0.8㎥級)を導入して積込作業を実施しました。

　従来は、簡易重量計を設置した計測方法と人力による計測方法によって過積載防止対策行っていまし
たが積載量を超えた場合、再積込及び重機によって微調整(漉き取り)等による手戻り作業が発生しまし
た。また、簡易重量計においては、現場内(河川区域内)に設置するため出水の際には撤去(再設置)がと
もない時間と労力が必要でした。(発注者との協議後)
　今回導入したペイロードメータ装着油圧ショベルは、作業開始前にダンプトラック情報(車番、最大
積載量)をスマートフォンに登録し、ダンプトラック全車に搭載します。積込オペレーターは、BH搭載
のモニター内で対象車両を選択後、表示に従い順次積込を繰返すだけで最大積載量を超過することなく
且つ最大限に積込作業を実施することが出来ました。また、搭載したスマートフォンと専用のアプリ
ケーションの活用により積載量の確認と運行経路内の安全走行(位置)等の把握を行い、現場の見える化
によっ安全管理の向上とともに作業効率の向上も図れました。



【実　施　内　容　等】

（様式―２）　　


